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論文内容の要旨
(目的)
ノマーキンソン病では高次精神機能障害を合併しやすいとされ，神経心理学的にいわゆる皮質下痴呆と
して近年注目されているが病態病理学的にはなお充分な理解は得られていなし」本研究ではパーキン
ソン病の痴呆に関する責任病巣を形態学的に検索する目的で，以下の三つの点より検討を加えた。 1 ) 
アルツハイマー型老年痴呆の大脳皮質病変の強度 2 )マイネルト基底核病変の程度， 3) パーキンソ
ン病に固有とされる Lewy body の分布と出現頻度。
(方法)
<対象> 14例のパーキンソン病患者剖検例で精神症状の有無を生前の臨床記録の記載より retrospec­
tive に検討し一過性の精神症状を除き進行性の知的機能低下を認めた 7 例を痴呆群，認めなかった 7
例を非痴呆群とした。 2 群聞に年齢，擢病期間の有意差はなかった。
<神経病理学的検索> 20μm 厚セロイジン包埋切片を用い同ーの断面を得られるよう作製した各切
片上で，以下の各部位での形態学的変化を半定量的および定量的に評価した。
1 )黒質，青斑核，マイネルト基底核(前交連の直後で視床の吻側端部)，橋・延髄の脳幹網様体での神
経細胞脱落および Lewy body の出現頻度。前前頭葉皮質(上および中前頭回)，側頭頭頂皮質(中
心傍葉及び島回)，海馬および海馬傍回での老人斑，神経原線維変化，頼粒空胞変性の出現頻度。
2 )臨床像から特に代表的と考えられた各群 2 例につき，橋・延髄の完全連続切片を作製し， Olszewski 
and Baxter のアトラスに従い同定した 4 カ所の脳幹網様体亜核群(橋および延髄縫線核群， magｭ
nocellular 核群)での大型神経細胞密度， Lewy body の出現頻度。
??
(成績〉
1 )黒質及び青斑核にはすべての例で，神経細胞脱落，細胞外色素，広汎なグリオーシス， Lewy body 
の出現をみた。病変強度は種々であり，半定量的には痴呆群と非痴呆群の聞に有意差はなく，従来
の知見に一致した。マイネルト基底核では Lewy body の数は 2 群の間に有意差はなく，神経細胞
脱落は痴呆群により強かったことから その出現頻度は痴呆群に高いと考えられた。橋・延髄の脳
幹網様体ではほぼ全例に Lewy body の存在が確認され，その出現頻度は痴呆群で有意に高かった
が，年齢，擢病期間，痴呆の期間とは相関しなかった。この部位では Lewy body の出現を伴わない
神経細胞の変性や，反応性グリオーシスは一例も認められなかった。一方アルツハイマー型老年痴
呆で見られる大脳皮質病変の出現頻度は，臨床症状，擢病期間のいずれとも相関を認めず，病変強
度と年齢の聞に暖い相関がみられた。しかし 2 群間に有意差は認められなかった。また大脳皮質で
の Lewy body は一例のみ，少数認められたのみであった。
2 )脳幹網様体亜核群での定量的解析では Lewy body の出現頻度は，検索した 4 カ所のすべてで痴呆群の
方カ三非痴呆群よりも有意に高かった。しかし残存大型祥麟醐包の数は 2 群間で有意差は認められなかった。
(総括)
ノマーキソン病の痴呆合併例では，コリン作動性ニューロンの起始核であるマイネル卜基底核での神経
細胞脱落が明らかに認められたにもかかわらず，アルツハイマー型老年痴呆に特徴的な大脳皮質病変は
非痴呆群との聞に差は認められず，その程度も軽かったことから パーキンソン病での痴呆はアルツハ
イマー病とは全く異なる病態に基づくと考えられた。次に本研究により，橋・延髄の Lewy body の出
現頻度と痴呆の重症度との聞に相関関係が認められた。一方この部位で計測した大型細胞数の減少と痴
呆の聞には相関はみられず，必ずしも Lewy body は大型神経細胞にのみ出現せず，また大型神経細胞
は知的機能にあまり関与していないと考えられた。今回検索した脳幹網様体の構造物は脳幹上行賦活系の一
部をなし，上行賦活系は大脳皮質の覚醒状態を維持し，感覚入力知覚を保つ上で、重要である。 Lewy body は
ノマーキンソン病に本質的で、かっほぼ特異的な指標であり，その出現頻度は細胞の病的機能の強度に対応する
とされる。以上，本研究により Lewy body の出現によって特徴づけられる脳幹上行賦活系病変および
マイネルト基底核病変が，パーキンソン病での痴呆の出現に重要な役割を果たすことを明らかにした。
論文審査の結果の要旨
本研究はパーキンソン病に痴呆を合併した 7 例および合併しなかった 7 例の剖検脳を用い，パーキン
ソン病における痴呆の責任病巣を形態学的に検索したものである O
その結果，痴呆合併例ではマイネルト基底核での神経細胞脱落を明らかに認めたが，アルツハイマー
型大脳皮質病変の程度は非痴呆群との間に差を認めなかった。一方，橋・延髄脳幹網様体における Lewy
body の出現頻度が痴呆群では非痴呆群に比し有意に高いことを明らかにした。これらの知見はパーキ
ンソン病の痴呆における病態解析に貢献するものであり，本研究は学位に値すると考える O
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